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Ⅰ 主題設定の理由

本学年（中学１年生、全６学級）は、明るく活

発な生徒が多いが、学校生活の様子を見ると、気

のあったグループ内での活動が中心で、周囲への

関心は薄い。また、どのグループにも入れず、孤

立がちな生徒もいる。そのような生徒たちを、学

級や学年集団としてまとまって活動させるために

は、集団が生徒一人一人にとって居心地のよい場

でなくてはならない。さらには、互いを支え合え

る温かい場にしていかなければならない。そのた

め、そのような集団を育成するための支援方法を

考えていく必要があると思われた。

そこで、生徒が自己や所属集団にどのような感

情をもっているかについて実態調査を行った。そ

の結果、学年全体として人間関係がうまくいって

いないことが伺えた。

この調査結果から、互いを認め合う温かい人間

関係づくりの必要性が明らかになった そこで 互。 「

いを認め、協力し、支え合う 「学級の団結」が」

大切になってくる学校行事の成功に向け、効果的

（ ）な構成的グループ・エンカウンター 以下ＳＧＥ

やグループワークトレーニング（以下ＧＷＴ)、

アサーショントレーニングなどの計画を立案し、

実施に向けての準備をする。その話合いの場とし

て「ほっとルーム」を設置し、学年部会を効果的

に機能させていく。また、学校の教育相談活動の

中心となる教育相談部会と連携を取りながら、個

への支援も進めていく。

生徒一人一人の不安が解消し、満足感が増して

いけば、自分だけでなくいろいろな立場の人への

。 、思いやりの気持ちも育っていくと思われる また

相談室に通級している不登校生徒の教室復帰に際

しても温かく迎え入れる雰囲気が作れると考え、

本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

学校生活や友だちとの人間関係に不安をもって

いる中学１年生に、学級・学年の生徒の実態に応

じて、計画的に集団を対象としたカウンセリング

や個を対象としたカウンセリングを検討、実施す

ることにより、生徒一人一人が満足感や安心感を

もって学級生活が送れる集団づくりを目指す。

Ⅲ 研究の内容及び方法

１ 研究の内容

(1) 本校における「ほっとルーム」

集団を対象とした予防・開発的な教育相談を計

画、立案する場（学年部会）と個を対象とした治

療的教育相談の場（学年部会及び相談室『欅 ）』

と考える。

2) 一人一人の満足感(

「教室に自分の居場所がある」と感じられるこ

と。自分の考えや気持ちを受け入れてもらえる雰

一人一人が満足感をもって学級生活が
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《 研究の概要 》

本研究は 生徒一人一人が満足感をもって学級生活が送れる学級集団づくりを目指して ほ、 、「

っとルーム」を活用したものである。学校行事を通して学級の生徒同士の結びつきを強め、

よりよい人間関係をつくるため、学級の実態把握に基づいた効果的な構成的グループ・エン

カウンターなどのエクササイズを検討し、実施した。円環的なプログラムを作成し実践した

結果、互いに認め合い、満足感をもって学級生活が送れる生徒が増えた。

【教育相談 中学校 ほっとルーム 人間関係づくり】キーワード
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囲気があること。さらにはみんなで一つのことを

やり遂げようという協力態勢が整っていることと

考える。

２ 研究の方法

生徒一人一人の学級に対する満足感や学級(1)

全体の実態を把握し、課題をつかむ。実態把握の

方法としては「学級の雰囲気を把握する質問紙」

を実施する。

「ほっとルーム（学年部会 」で学校行事(2) ）

をステップとしたよりよい人間関係づくりを目標

に効果的な予防・開発的カウンセリングを検討

し、準備していく。手法としては、グループ体験

を通して心と心の触れ合いを深め自己理解、他者

理解などが望めるＳＧＥやＧＷＴ、対人関係能力

を高めるためのアサーショントレーニングなどを

用いる。

エクササイズ中の教師の見とりや生徒自身(3)

の振り返りの様子、さらには学校生活のアンケー

トなどから必要に応じて、個別のチャンス相談や

二者面談を実施する。

行事実施後の生徒の変容と課題を把握し、(4)

次回の行事に向けて、効果的なエクササイズを検

討する。

普段の生徒の実態に関しても情報交換後、(5)

課題を把握し、その解決方法を検討する。

教育相談部会との連携を密に図り、資料提(6)

供や生徒へのカウンセリングの協力を求める。

図３ 学級集団づくり構想図
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実践の概要及び結果と考察Ⅳ

１ 実態調査の実施

「学級の雰囲気を把握する質問紙」を実施した

結果、学年全体として「学級の不和」の平均値が

やや高いという実態が明らかになった。そこで、

学級内の温かい人間関係づくりのための支援方法

を 「ほっとルーム （学年会）で検討した。そ、 」

の結果、グループ体験を通して心と心の触れ合い

を深め自己理解、他者理解などが望めるＳＧＥや

ＧＷＴ、アサーショントレーニングなどのエクサ

サイズを取り入れることになった。

２ 「ほっとルーム」での支援と学級、個人での実践

(1) 学級づくりに向けて

ア 「自己紹介フルーツ・バスケット」

「バースデーライン」 （ＳＧＥ）

① 「ほっとルーム」での検討

担任との新たなコミュニケーションづくりを行

う必要が出てきた学級があった。そこで、先生や

友達同士の関係をゲームを通して深めていこうと

考え、エクササイズを実施した。

② 活動の様子

ａ 集団への支援

学年主任（研究者）がリーダーとなりエクササ

イズを実施。初めはぎこちなかったが、慣れるに

従って活発に動き出した。笑い声も聞かれ、バー

スデーラインでは先生や生徒同士で一生懸命誕生

日を伝えようとする姿も見られた。

ｂ 個への支援

活動中、つまらなそうな表情をしていた生徒に

対して個別に話を聞くと 「うるさい 「うざい」、 」

等の言葉を言われ嫌だったと言う。

③考察

ゲームとしてエクササイズを実施したため、生

徒も気楽に参加することができた。楽しみながら

活動ができたためか、この後は生徒が担任のとこ

ろに行って談笑する様子が見られるようになって

いった。

しかし、個への対応から、思いやりのある言葉

について考える必要性を感じた。

榛名高原学校に向けて(2)

ア 「ふわふわ言葉」と「ちくちく言葉」

（ＳＧＥ）

① 「ほっとルーム」での検討

思いやりのない言動は各学級でも目につくとい

うことが指摘された。そこで、この課題を解決す

るため、言葉が引き起こす感情に気付き、温かい

言葉を進んで使う肯定的な人間関係づくりをねら

いとしたＳＧＥを検討し、全学級でエクササイズ

を実施した。

② 活動の様子

それぞれの言葉をカードに書き出してグループ

ごとに話し合った 「ちくちく言葉」の多さに驚。

いていた生徒もいた。また、普段そのような言葉

を使っている生徒も、言われると嫌な気持ちにな

ることに気付いた。

生徒の感想

「ちくちく言葉」は『百害あって一利なし』という言葉

そのものだな…と思った 「ふわふわ言葉」は言った方も。

言われた方も気分が良くなるんだなと思った。

③ 考察

自分の言語生活を振り返るよいきっかけとなっ

。 「 、た 多くの生徒が 自分も言われて嫌なのだから

友達にも言わないようにしよう」という相手を思

いやる気持ちをもつことができた。

イ スクールカウンセラー（以下ＳＣ）に

よる講話 「いじめについて考える」

① 「ほっとルーム」での検討

夏休み明けに行われる宿泊訓練中のよりよい人

間関係づくりの支援策を検討した その結果 ち。 、「

くちく言葉」がいじめにつながっていることも多

いため、いじめについて考える時間をとることに

なった。管理職よりＳＣの協力を得たらどうかと

いうアドバイスをもらい、ＳＣとも相談した。そ

の結果、いじめの構造や実態を知り、いじめをし

ない・いじめの傍観者にならない心を育てること

をねらいとした、ＳＣによる講話を実施した。

② 活動の様子

生徒の感想

私は同級生を何回か傷つけてしまった。今、その人の気

持ちを考えると「やらなきゃよかった… 」と後悔してい。

る。だから、今から人をたたく癖、悪口を言う癖を少しず

つ直していこうと思う。そして、いつも優しい心をもちた

い。友達関係などで何か嫌なことがあったらＳＣに相談し

てみたいと思った。

③ 考察

ＳＣの話を聞き、生徒は 「絶対にいじめをし、

てはいけない」という感想をもった。直接いじめ

、 『 』ているのではなくても 見ているだけの 傍観者

もいじめに荷担しているのだということに気付

き、今後自分はどうしていったらいいのかを考え
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る生徒もいた。

ウ 学校生活に関するアンケート実施

① 「ほっとルーム」での検討

教育相談部との連携により、１学期のまとめと

して学校生活アンケートを実施した。そのアンケ

ート結果をもとに各学級でチャンス相談、さらに

は夏休み中の三者面談での話合いを行った。

② 相談、面談の様子

学校生活が楽しくないと答えた生徒に対し、担

任によるチャンス相談を行った。また、三者面談

では特に支援が必要だと思われる生徒には学年主

任も同席して、話合いを行った。

③ 考察

中学校生活に不安をもっている生徒や保護者に

とって、その不安を聞いてもらい、解消に向け担

任と一緒に話し合えたことは、今後の学校生活に

対する不安の軽減につながったと思われる。

エ 「パワーパワーパワー 「ジャンプ」」

（ＳＧＥ）

① 「ほっとルーム」での検討

榛名高原学校（宿泊訓練）実施に向け、人間関

係づくりとともに協力の大切さに気付かせるため

のＳＧＥを検討し、エクササイズを実施した。

② 活動の様子

ａ 集団への支援

学年主任がリーダーとなり、学年集会で実施。

教師も生徒の中に入り、一緒に活動した 「ジ。

ャンプ」では同調も見られた。ペアは男女別にし

たが、男子は照れくさいのか活動せず見ているだ

けの組もあった。

ｂ 個への支援

活動しなかった生徒に対し、話を聞く。みんな

の前でエクササイズをするのに抵抗があるよう

だ。

③ 考察

「手のひらが熱くなった 「高く跳べた」とい」

う声が聞かれ、一人ではできないことも友達と一

緒にやると思わぬ力が出ることに気付いた生徒も

いた。

これから行われる高原学校でも、協力して成し

遂げることの心地よさを味わわせたい。

オ 榛名高原学校実施

① 活動の様子

生徒の感想

カッターに乗る前、いろいろなことがあったけど、クラ

ス全員で乗ることができてよかった。１日目はみんなの心

はバラバラでとても下手くそだったけど、２日目はかけ声

も大きくなり、カッターをこぐ時のオールがとてもきれい

にそろうようになった。そして３日目、かけ声は２日目よ

りももっと大きくなり、みんなの心が１つになった。１日

目とは比べものにならないほどの成長に、私はその時、感

動を覚えた。

② 考察

多くの生徒が、自分自身の役割に責任をもって

取り組まなければならないということとともに協

力の大切さに気付いた。また、登山では「友達に

声をかけてもらいがんばれた」という感想も聞か

れ、友達の気づかいにうれしさを感じた生徒もい

た。このように思いやりの気持ちをもって友達に

接することができるようにもなり、成長の様子が

伺えた。

(3) 体育祭に向けて

ア 「高原学校で得たもの」

① 「ほっとルーム」での検討

高原学校で学んだ協力することの大切さを、今

後の生活に生かすための支援方法を検討した。そ

して、全学級でＫＪ法を用いてまとめを行うこと

になった。

② 活動の様子

カッター訓練で考えたこと、その時の気持ちを

出し合い、グループで分類していった。

③ 考察

同じ場面でも人によっていろいろな考え方があ

、 、ることに気付き ほかの人の気持ちも考えながら

行動していかなければならないことが分かった。

イ 「匠の里 （ＧＷＴ）」

① 「ほっとルーム」での検討

生徒は宿泊訓練で協力することの大切さ、他へ

の思いやりの必要性に気付いた。そこで、自己理

解、他者理解をさらに進め、みんなで力を合わせ

て物事をやり遂げる充実感を味わわせるための支

援方法について検討し、全学級でＧＷＴを実施し

た。

② 活動の様子

ａ 集団への支援

最初は自分勝手に振る舞っていた生徒もいた

が、みんなで力を合わせなくては答えが出せない

ことがわかり、協力しながら活動していた。生徒

の感想も「みんなで問題を解決するのが楽しかっ

た 」というものが多かった。。

ｂ 個への支援

思うように自分の考えが伝えられない生徒もお
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り、活動後、話を聞いた。

③ 考察

問題を解決するため、友達からの情報をしっか

り聞き取り、さらに自分の情報もはっきり伝える

ことができた。みんなで一つのことを成し遂げる

ためには、互いの考えをきちんと伝え合うことも

大事だということに気付いた。その上で、活動し

ていけば、充実した活動ができることが分かった

ようである。

しかし、最後まで話合いに参加できない生徒も

おり、自己表現能力の育成に課題が残った。

ウ 体育祭実施

① 活動の様子

生徒の感想

僕たち１年生は初めての体育祭だったので不安もありま

したが、それも最初のうちだけで、みんなと楽しく競技が

できました。みんな一生懸命、そして楽しく競技できたか

ら僕たちのクラスは優勝できたんだと思います。僕たちの

クラスは人数が少ないから優勝は無理、と言っていた人も

いたけれど、やっぱり人数ではなく、気持ちの問題なんだ

とわかりました。みんなで協力することが大事だというこ

とも分かりました。

② 考察

学級対抗の種目では互いに声を掛け合いながら

がんばることができた。勝った学級も負けた学級

も生徒の感想にはみんなで力を合わせて競技で

、 。き 充実した時が過ごせたというものが多かった

(4) 合唱コンクールに向けて

ア 君がヒーロー（ＳＧＥ）

① 「ほっとルーム」での検討

生徒の感想から、体育祭で学んだこと、発見し

たことがいろいろあったことが見とれたので、そ

れらを学級で共有する機会を設けたいと考え、支

援方法を検討した。そして 「体育祭を振り返っ、

て、自分自身や友達のよさに気付く」というねら

いで全学級で実施した。

② 活動の様子

ａ 集団への支援

いろいろな場面を思い起こさせ、自分やグルー

プの友達の行動を振り返らせた。すると競技中の

みならず、準備や応援でがんばっていた人がいた

というように、陰で支えてくれていた人もいるこ

とに気付き、そんな友達への賞賛をしている生徒

もいた。

ｂ 個への支援

自分の気持ちを話すことが苦手な生徒もいるた

め、振り返りシートに記入し、教室に掲示するこ

とにより、考えや気持ちをみんなに伝えられるよ

うにした。

③ 考察

一人一人が学級の勝利のため一生懸命取り組ん

だという充実感をもつことができた。また友達に

もがんばっていたことを認めてもらい、とてもう

れしそうだった。

イ 校内合唱コンクール実施

① 活動の様子

みんなの気持ちが一つにならないとよいハーモ

ニーが生まれないことがわかり、練習の段階から

がんばっていた生徒もいた。しかし、自分はやら

なくても誰かがやってくれるだろうと思ってか、

声を出さない生徒もおり、本番でもバランスのと

れたハーモニーにはならない学級もあった。

生徒の感想

○力を合わせて歌った。結果は金賞はとれなかったけど、

自分なりにがんばった。

○緊張してステージに上がって歌ったけれど大きな声で

歌えなくて、賞をとることができなかった。次の音楽祭

はがんばりたい。

② 考察

この合唱コンクールの結果を通して、一人一人

がもっている力をきちんと発揮しないとよいもの

は作れないし、自身の満足感も得られないことを

再認識した生徒も多かった。

(5) スキー教室に向けて

ア 学校生活アンケート実施

① 「ほっとルーム」での検討

行事の直後は、みんなで協力することの大切さ

に気付き、これからもがんばろうという感想をも

つが、その気持ちが持続しなかったり、普段の学

校生活に生かされなかったりする生徒もいること

が課題として出された。自己中心的な態度がなか

なか改善されず、友達を嫌な気持ちにさせてしま

う生徒もいる。そこで、教育相談部と連携し、学

校生活を振り返り、自己の課題に気付き、改善す

ることをねらいとして、学校生活アンケートを実

施することにした。

② 活動の様子

、 、課題のある生徒は 二者面談でその解決に向け

担任からアドバイスを受けた。

③ 考察

面談の結果、改善に努めようという姿勢が感じ

られた。また、みんなの前ではなかなか言えない
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ことも担任と二人だけだと言いやすかったという

、 。こともあり 学校生活の不安など話す生徒もいた

イ 言ってみよう！

（アサーショントレーニング）

① 「ほっとルーム」での検討

アンケートと二者面談から、自分の言動が友達

にどのように思われているのか考えたり、自分の

気持ちや考えをはっきり伝えられるようにしたり

することが必要であると考えられた。そこで、特

にそれが顕著であると思われた学級に対して、ア

サーショントレーニングを実施することにした。

② 活動の様子

友達に「宿題を写させてくれ」と頼まれたとい

う場面設定をしてロールプレイを行った。学年主

任がＴ１となり担任とＴＴで授業を行った。教師

が３つの対応パターンを演じて見せ、自分の対応

の仕方と対比させてみた。

生徒の感想

○今度こういうことがあったら、言い方を変えてみようと

思う （男子Ａ：感情にまかせて友達の嫌がることを言っ。

てしまう生徒）

○これからは乱暴してくる友達には、この対応（主体的）

をしていきたい （男子Ｂ：自分の考えがなかなか言えな。

い生徒）

○実際こういうことがあったら相手の言いなりになってし

まうと思う。できるだけ３つ目の言い方（主体的）で言

おうと思った。やっぱり自分の意見ははっきりと相手に

優しい言い方で伝えた方がよいと思った。

③ 考察

言われ方によってはとても不愉快な気分にな

り、相手に嫌悪感を感じることが分かった。自分

の言いたいことをきちんと表現する主体的な対応

が大事だということに、多くの生徒が気付いた。

Ⅴ まとめと今後の課題

１ 研究の成果

生徒は入学当初、学級内の人間関係がうまくい

。 、かず不安を抱えていた そのような実態をふまえ

支援方法を「ほっとルーム」で検討し、実施して

いった。その結果、生徒は学級の中に自分を受け

入れてもらえる雰囲気を感じ取り、満足感をもっ

て学級生活が送れるようになっていった。

その変容をもたらした活動として次のものがあ

げられる。

○ ゲーム感覚でできるエクササイズを実施した

、 、ことで 生徒は気軽に活動に参加することができ

「学校って楽しいんだな 」と実感し、その後は。

学級にうまくとけ込めるようになっていった。

○ 言語生活を振り返らせるエクササイズでは、

ロールプレイにより嫌な気持ちが分かり、自分の

言語環境に注意を払うようになっていった。

○ ＧＷＴでは、自分勝手に行動していては解答

が出せず、達成感が味わえないことが分かり、互

いの考えを聞きながら協力して活動することの大

切さに気付いた。それが、学校行事に協力して取

り組む態度につながり、生徒は学級内の結びつき

が強くなったことを感じ取ることができた。

○ 行事後の振り返りでは、友達に自分のがんば

りを認めてもらい、学級内での自己存在感を確認

することができた。

○ アサーショントレーニングでは、自他共に不

愉快な気分にならないためにも主体的な対応が大

事だということが分かった。

以上は 「ほっとルーム」での情報交換を密に、

行い、生徒の現状での課題を把握した上で行った

実践である。生徒一人一人が満足感をもって学級

生活を送るためには今何が不足しているのかを職

員みんなで見きわめ、共通の課題意識をもち、実

践に取り組んだことで、学年全体として生徒の意

識も変わっていったものと思われる。

２ 今後の課題

ＳＧＥなどのエクササイズを実施した直後は、

他とのかかわりを意識した行動が見られ、行事な

どでもよい成果が得られたが、しばらくするとま

た以前と同じ言動に出てしまい、人間関係がうま

くいかなくなる生徒もいる。学んだことを実践に

生かせる支援が必要である。そのような生徒の存

在をふまえ、継続的なプログラムづくりを行って

いかなければならない。

さらには「ほっとルーム （相談室『欅 ）に」 』

登校している生徒に対してもソーシャルスキルト

レーニングなどを行い、人間関係づくりが円滑に

行えるようにしていきたいと考える。
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